
公表日：令和　６年　２月　１日 はい　　どちらともいえない　　いいえ　　わからない 事業所名：小規模多機能事業所花りん

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

　活動内容や利用者メンバーにより狭く感じ
られる事もあるけれど、その時々で環境設定
を工夫してスペースが確保出来るようにして
いる

　　２３　　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
　時間帯や活動内容によっては狭く感じられ
る事もありますが、利用定員に必要なスペー
スや室数は確保しています

2 職員の適切な配置
　設置基準を上回る多職種の職員を配置し
ています。利用者様一人一人に合った支援
に繋がる工夫をしています

　　２３　　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０　　　　　
　時間帯や活動内容によって人員が必要な
場合もありますが、職員間協力し合い取り組
むようにしています

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

　トイレや浴室は身体の成長や機能に応じ、
それぞれ３つのタイプがある他、移乗方法に
よって使い分けられるようになっています
　移乗時は必要に応じて走行リフト・天井リフ
トが使用できるようになっています

　　２３　　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０　　現状維持していきます

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

　毎朝と都度、清掃消毒を実施し床面を含む
すべての場所を清潔に保っています。また、
共有物や共有場所などは使用後消毒を徹底
しています。　職員もこまめな手洗い・消毒を
徹底し、子ども達にも出来る限りの協力をお
願いしています

　　２３　　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０　　現状維持していきます

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

　毎月ミーティングを行っています。問題が
発生した場合は議題に挙げ、全スタッフが意
見を出しながら改善に向けて取り組めるよう
にしています。次月の会議にて経過報告し、
結果によっては取り組み方を改善したり継続
していったりするようにしています

現状維持していきます

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

実施していません

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

　外部研修では現場研修・リモート研修等
様々ですが、全スタッフに案内し、自主的に
研修が受けやすい環境を整えています。
　施設内研修を月１回以上開催し、他職種
間の連携も兼ねて実施しています

現状維持していきます

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

　定期的に子どもや保護者へアセスメントを
行っています。家庭や学校での様子も踏ま
えながら、利用時の姿と照らし合わせ支援計
画の作成に努めています

　アセスメント時期が多少ズレてしまう事があ
るので、計画的なアセスメントを心掛け、本
人・家族の思い、取り巻く環境、スタッフの意
見を踏まえ作成していきます

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

　今の育ちと今後の成長を見据えながら、個
別と集団の中で育ちに繋がる支援活動をそ
れぞれプログラムに取り入れています

　子ども一人一人の、今の姿、今後の育ち
に必要であろう支援を職員間で話し合い計
画を作成しています

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

　子どもの成長や変化に沿った支援内容を
保護者様とのアセスメントや利用時の様子を
踏まえ具体的に記載するよう心掛けていま
す

現状維持していきます

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

　無理に沿わせようとはしていません。その
時々の子どもの様子を見て判断をする事も
あります。成長を感じられた姿や新たな発見
を見付けられた時の喜びや驚きは本人や保
護者様と共感し合えるようにし、職員間でも
共有していくようにしています

　　２３　　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０　　現状維持していきます

5 チーム全体での活動プログラムの立案

　色々な経験をし楽しく過ごして頂く為に各職
種間で意見を出し、多様なプログラムの立案
を行っています。また、進行役や活動に使う
アイテムなども偏らないよう工夫したりチー
ムで取り組んだりしています。経験不足なだ
けで、色んな可能性を秘めている子ども達が
多いです。職員が多職種な点も活かし、色ん
な目線や角度から遊びや経験の幅が拡がる
よう工夫していきます

現状維持していきます

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

　平日は、学校終わりからの利用となるの
で、身体の状況を見て過度な負担がかから
ないよう楽しく過ごして頂ける活動の工夫を
しています。特に季節の変わり目は体調の
変化が見られやすいので注意しています。
休日や長期休暇は長時間の利用となるの
で、個別支援が充実出来るようにと工夫して
います。子どもに応じて、どんな事が楽しめ
るのか考えながら取り組んでいますが、日に
よっては丁寧に行えなかった日もあるので細
かな支援が出来るように努めます

現状維持していきます

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

　季節や行事だけでなく、子どもの育ちや経
験にも目を向けたプログラムの実施を行って
います。１つの活動の中でも、その子の身体
や機能を活かし一人一人がやりがいや達成
感が味わえるような工夫をしています

　今後も色々な経験が出来るようスタッフ間
でアイデアを出し合い、多彩なプログラム活
動が実施出来るよう工夫していきます

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

　前日に利用者様の確認をすると共に、前
回利用時の様子や保護者様からの情報等
の共有をしています。来所時に家族様や学
校からの情報で職員間の周知が必要な時は
情報が行き届くように注意しています。
子どもに職員の担当はつけておらず、リー
ダーが主となり全スタッフで支援しています

現状維持していきます

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

　　２３　　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
・担当者会議に毎回足を運んで頂き、支援
計画が作成されているので安心している
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　　２２　　　　　１　　　　　　　０　　　　　　　０
・大きなTVを見たり、VR体験や泡遊びなど
色んな事にチャレンジしてもらいとても喜ん
でいます
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

　送迎の兼ね合いで勤務時間がそれぞれ違
う事が多く全職員間での振り返りは難しいの
が現状です。気付いた点はその都度話をし
たり、全職員の共有が必要な事は掲示板を
活用しています。また、業務終了後日報を記
載するように振り返りをしています。日報の
中でも共有が必要な情報は会議や掲示板で
情報を共有するようにしています

現状維持していきます

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

　支援記録をその都度システム入力していま
す。問題点や改善点が見られた場合もその
都度特記入力し全スタッフが把握できるよう
にしています。改善が必要な問題が発生し
た場合は話し合う場を設け、検証中も経過
状況を全スタッフが認知出来るようにしてい
ます

現状維持していきます

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

　定期的にモニタリング実施し、本人・家族
や学校などの現状を踏まえ、全職員の意見
を合わせと、必要に応じた計画の見直しを
行っています

現状維持していきます

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議へり参画

　会議には管理者及び本人との関りが深い
職員、また、医療ケアに関する話し合いの場
合は看護師が参加するようにしています

現状維持していきます

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

　地域に属しているクリニックのDrが嘱託医
となっています。週一回問診に来て頂き必要
に応じて相談させて頂いています。平日は学
校迎えの際に、先生や看護師より学校での
様子を引継ぎ、デイでの様子も伝えさせて頂
いています

現状維持していきます

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

　子どもの主治医より必要なケアや注意点
等の指示を頂いています。万が一利用時何
かあった場合は掛かり付け医と連携出来る
よう体制を整えています

現状維持していきます

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

　児童発達支援事業所や各学校へ見学に行
き、子どもの育ちの過程を学ばせて頂くと共
に、本事業所の情報や利用されている子ど
もの様子などを伝えさせて頂いています

現状維持していきます

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

　卒業後の生活力も見据え育ちの支援を
行っています。また、生活介護も運営してい
るので、移行される方もいらっしゃります。新
たなサービスを受けるにあたり、注意点や問
題点等スタッフ間での情報共有するようにし
ています

現状維持していきます

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

　児童発達支援センターではどのような生
活・支援・活動をされているのか見学に伺っ
たり、相談させて頂いたりしています。リハビ
リに関しては、専門職が連携し必要に応じた
情報共有を行っています

現状維持していきます

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

　交流は特にしていませんが、障がいの無
い子どもとの関りではスタッフの子どもと一
緒に過ごしたり関わったりする機会はありま
す。例年ではありましたが、今年度は控えて
います

　　７　　　　　１１　　　　　　２　　　　　　３
・感染症等の流行の影響もあるので難し
いと思う
・利用し始めたところなのでわからない

　保護者様の希望を踏まえ事業所として
の必要性を含め検討していきます

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

　感染症拡大状況にもよるが、今年の夏ま
つりイベントでは地域の方も招待し開催しま
した。沢山の方に来場していただきました

現状維持していきます

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

　見学時や契約時に利用契約書・重要事項
説明書・利用者負担額等について丁寧に説
明を行っています

　　２３　　　　　０　　　　　　０　　　　　　０　　現状維持していきます

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

　保護者様に計画書案を見て頂きながら電
話や面談で説明させて頂いています。これま
での姿やこれからの目標を踏まえながら説
明し同意を得ています

　　２３　　　　　０　　　　　　０　　　　　　０　　現状維持していきます

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

　送迎時や電話連絡等で受けた困り事や相
談に対し、共感したり助言したりさせて頂い
ていますが、ペアレント・トレーニングを目的
とした会などは実施していません

　　２３　　　　　０　　　　　　０　　　　　　０　　現状維持していきます

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

　送迎時、直接その日の様子をお伝えすると
共に、連絡帳や場合によっては電話お話さ
せて頂いています。また、月に一度は連絡を
取るようにし、近々の姿や利用時での様子を
具体的に伝え合えるよう心掛けています

　　２２　　　　　０　　　　　　１　　　　　　０
・送迎時などに、連絡帳以外の様子も話
して下さり分かりやすい

現状維持していきます

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

　相談を受けた際は、気持ちを受け止め助
言をしたり、事業所として出来る事は協力さ
せて頂いたりしています。子どもが成長する
と共に、一緒に喜べる事も沢山ありますが、
悩みもお互い出てきますので、事業所だけで
なく他機関で悩みを共有し解決できる方法を
探っていくようにしています。何より、日頃よ
り何でもお話して頂ける関係を築いて行く事
が大切だと思っています

　　２０　　　　　２　　　　　　１　　　　　　０　　
　保護者とのコミュニケーションを密に取
るようにし何でも相談して頂けるような関
係を築いていきます
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

　父母の会や保護者会は行っていません
が、イベント開催時に保護者様同士が交流
出来る機会を設けています

　　１４　　　　　６　　　　　　２　　　　　　１　
　保護者様の希望を踏まえ事業所として
の必要性を含め検討していきます

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

　苦情を受け付ける為の窓口として事業所・
市町村・公的団体の３つの窓口を設けてい
ます。契約時に説明させて頂いています

　　１７　　　　　６　　　　　　０　　　　　　０　

　再度周知して頂けるよう努めます。ま
た、苦情を受け付けた場合でも迅速か
つ適切に、事業所で出来る対応を行っ
ていきます

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

　子どもに関していは、自宅や学校・他機関
で取り組まれている個々のコミュニケーショ
ンツールを出来る範囲で併用するようにして
います。また、利用中に新たな意思表示が
見られた際は保護者様や学校に報告させて
頂き、表現方法の拡大へと繋がる支援を
行っています

　　２３　　　　　０　　　　　　０　　　　　　０　

　まだまだ子どもが意思表出しているサ
インを見逃していたり力を発揮出来る関
りが出来ていない場面があったりするの
で、全スタッフが意識して関わっていくよ
う心掛けていきます

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

　毎月おたよりを発行し、前月の姿と共に次
月の行事や活動予定をお知らせしていま
す。また、職員の研修実施や訓練等も記載
するようにしています

　　２１　　　　　２　　　　　　０　　　　　　０　
　保護者様への発信元がおたよりや手
紙が主となってるので、他にも手立てが
必要か検討し改善していきます

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

　職員一同、個人情報の取扱いに十分注意
するよう徹底しています。必要に応じて外部
に使用する場合は保護者様に許可を得るよ
うにしています

　　２３　　　　　０　　　　　　０　　　　　　０　
　今後も個人情報の取り扱いには十分
注意するよう全職員に呼び掛けていきま
す

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

　緊急時対応マニュアル、感染症対応マニュ
アルを策定し、計画的に研修を行っていま
す。研修を行った月や予定をおたよりにて記
載するようにしています

　　１７　　　　　６　　　　　　０　　　　　　０　
　各マニュアルを元に、全職員が研修を
実施している事を保護者様にも伝わりや
すい方法で発信していきます

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

　非常災害に備えた訓練を年２回以上実施
しています。消防の方に来て頂き、利用者様
誘導方法や消火訓練等指導して頂いていま
す

　　１８　　　　　５　　　　　　０　　　　　　０　

　利用者様も一緒に訓練に参加し、非常
災害の発生に備えます。実施した事をお
たよりにて報告していますが、保護者様
に伝わりやすい方法で発信していきます

3
虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

　虐待防止委員会を元に事業所内で必要と
思われる研修内容を検討し実施しています。
また、外部研修にも参加し、施設内研修に活
かしています

現状維持していきます

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明、了解を得た上での児童発達支援
計画又は放課後等デイサービス計画への記
載

　保護者様及び職員との話し合いをし、本人
の生命の保持・危険回避が必要となった場
合、必要となる状況を細かく保護者様に説明
した上で同意を得て行うようにしています

現状維持していきます

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

　現在、医師の指示書が必要となる程の食
物アレルギーのある利用者様はいません
が、アレルギーのある方へは食事提供前・
提供時にダブルチェックするようにしていま
す

現状維持していきます

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

　ヒヤリハット及び事故報告書は出勤時必ず
目を通すよう徹底しています。話し合いが必
要な場合は会議で議題にし、全スタッフが周
知・注意するよう徹底しています

現状維持していきます
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